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重要目標達成指標（KGI）

重要業績評価指標（KPI）

婚活支援事業（ときめきめぐりあい推進事業等）による成婚数

20～39歳女性人口の割合（９月末時点）

今後もこの地域で子育てしたいと思う親の割合

重要目標達成指標（KGI）

転入者数
(内訳)

R8年度 （R6/R8）

　※「学生（高校生～大学生）の市内就職者数」、「小千谷市出身学生（高校生～大学生）の市内就職者数」

　　【照会企業数】R6年度:161社（R5年度:162社）　【回答企業数】R6年度:94社（R5:128社）

社会増減数

重要業績評価指標（KPI）

人/年転出者数

（R6/R8）

単位
基準値 実績値 目標値 達成率（%）

R5年度 R6年度 R7年度

R7年度 R8年度 R8年度 （R6/R8）

単位
基準値 実績値 目標値 達成率（%）

組/年

（R6/R8）

162

単位
基準値 実績値 目標値

単位
基準値 実績値 目標値 達成率（%）

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R8年度

15～34歳の職業を理由とした転出者数

福祉施設から一般就労への移行者数

錦鯉の輸出額

創業・第二創業・開業数

R8年度 （R6/R8）

人/年

60人/年

重要目標達成指標（KGI）
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3 1
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217

R5年度 R6年度

135
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R8年度 R8年度
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目標値
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事業
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8
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R6年度

5

1 5
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5
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単位
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人/年 150 234
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基本目標 働く場と誰もが働きやすい環境をつくる

基本目標 つながりをつくり、新しい人の流れをつくる

基本目標 結婚・出産・子育ての希望をかなえる

90.0

96.8

基本目標 安全安心でにぎわいのある魅力的なまちをつくる
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1-1-1_新規創業・第二創業【01】

1

1

1

戦略P.

R7年度の進め方
（取組・改善策等）

現状分析（現状・課題等）
R6年度の実施状況

（具体的な取組内容・成果）

基本目標

基本方針

新規創業及び他分野進出のための第二創業を支援し、雇用拡大を図る。

■ 事業概要

□創業支援事業（商工振興課）
　起業スクール開催や相談対応等により市内創業希望者に対し、創業支援をする。
□新規出店チャレンジ推進事業（商工振興課）【R6年度で事業終了】
　中心市街地におけるチャレンジショップ開設に向けた調査等を実施する。

■ 評価

01 38
新規創業・第二創業

創業支援の推進／地場産業の拡充

施策

■ 事業目的（目指す姿）

働く場と誰もが働きやすい環境をつくる シート№

・創業セミナー／起業スクール開
催：１回（参加者14名）、起業セミ
ナー開催：１回（参加者８名）
・創業支援／創業相談窓口:常時開
設、認定特定創業支援等事業による
証明:３件
・起業家育成支援事業／各種セミ
ナー及びイベントの開催、ビジネス
コンテスト開催：１回（チャレンジ
支援事業補助金採択者：５名）
・チャレンジショップ／本町商店街
店舗の空きスペースに１件設置

・本町、東大通、中央通、平成の各
商店街における店舗利活用状況調査
結果を活用し、商店街の空き店舗に
おける開業件数増加を図る。
・引き続き、小千谷商工会議所及び
(一社)新潟県起業支援センター、新
潟県よろず支援拠点などと連携し、
起業家育成支援事業「BALLOON」な
ど創業や開業に関する相談事業を実
施する。

創業相談件数は27名（R5年度:27
名）、起業スクールの受講者は14
名、出店・開業支援補助事業は10件
となった。このうち中心市街地商店
街における創業や開業は０件となっ
た。

・創業相談件数
R4年度:21件、R5年度:27件、R6年
度:27件
・中心市街地商店街創業件数
R4年度０件、R5年度:２件、R6年度:
０件

【商工振興課】

-2-



1-1-2_新技術・新製品開発【02】

1

1

2

【商工振興課】

新技術・新製品開発

創業支援の推進／地場産業の拡充
38

■ 評価

■ 事業目的（目指す姿）

鉄工、電子、食品加工製造業などの基幹産業において、産学連携による新技術や新製品開発、設備投資による
規模拡大を支援し、地域経済と雇用の安定・拡大を推進する。

■ 事業概要

□ものづくり未来創造チャレンジ事業（商工振興課）
　市内中小企業者等が産学官などの連携により行う研究開発に対する支援を行う。
□ものづくり研究・開発支援事業（商工振興課）
　市内事業所が学術機関や金融機関と連携して行う新技術・新商品の開発などに対する支援を行う。
□小千谷産品開発支援事業（商工振興課）
　市内事業者が実施する地場産品の開発又は改良に対する支援を行う。
□ふるさとものづくり支援事業（商工振興課）
　市内企業等の地域資源を活用した新商品開発等に対する支援を行う。
□産学官連携推進事業（商工振興課）
　新技術・新製品開発に取り組む事業者と大学などの研究機関との連携を支援するため、産学コーディネー
ターを配置する。

働く場と誰もが働きやすい環境をつくる

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

基本目標 戦略P.

施策

シート№

02
基本方針

【ものづくり未来創造チャレンジ事
業】
・R6年度支援件数：０件
【ものづくり研究・開発支援事業】
・R6年度支援件数：０件
【小千谷産品開発支援事業】
・R6年度支援件数：５件
【ふるさとものづくり支援事業】
・R6年度支援件数：１件
【産学官連携推進事業】
・R6年度企業訪問件数：89件
・セミナー開催：19回

・産学共同研究事業については、R6
年度の補助件数は０件となっている
ものの、産学官連携推進員による企
業と高等教育機関等とのマッチング
やネットワークが構築されている。
・研究機関と連携し、地場産品の開
発を支援するふるさとものづくり支
援事業により、片貝花火打ち上げ筒
をモチーフにした地場産品の開発を
支援した。

市内企業と学術機関等とのマッチン
グ支援を進め、メルマガや広報での
情報展開を積極的に行うことで、新
技術や新製品開発につながる取組の
支援件数の増加を図る。

-3-



1-1-3_技術承継・人材育成【03】

1

1

3

基本目標 戦略P.

・テクノ小千谷名匠塾の運営団体で
ある「小千谷鉄工電子協同組合」へ
補助金（791,000円）を交付した。
・補助金を活用して、基幹産業であ
る鉄工電子などの技術者養成のた
め、テクノ小千谷名匠塾受講者によ
る技能士試験へのチャレンジを支援
した。

・テクノ小千谷名匠塾の受講生にお
ける技能検定合格者は着実に増加し
ており、高い技術力の継承が進めら
れている。しかし、指導者の高齢化
が進んでおり、今後の指導者確保が
必要な状況になっている。
・小千谷市総合産業会館サンプラザ
内における産業展示コーナーを一新
し、市内企業の技術力をPRするな
ど、市内の若者に向けてアピールで
きるよう、キャリア教育にも取り組
んでいる。
技能検定合格者数（R4年度:10名、
R5年度:８名、R6年度:８名）

・高い技術レベルを維持し、技術伝
承による人材育成と一層の技術ブラ
ンド力の向上と強化を図るため、テ
クノ小千谷名匠塾への運営支援を続
ける。
・産業展示コーナーだけでなく様々
な就労事業と連携し、広く市内外の
若者たちに対して、市内事業所にお
ける技術力の高さをPRする。

シート№

38

■ 評価

■ 事業目的（目指す姿）

若者の地元就業体制を確保するとともに、就業後の技能取得支援による雇用環境の向上を目指す。

■ 事業概要

□テクノ小千谷名匠塾支援事業（ものづくり技術者育成支援）（商工振興課）
　基幹産業である鉄工・電子などの技術者養成のため、テクノ名匠塾受講者による技能士試験へのチャレンジ
を支援する。
□地域内ICT化推進事業（商工振興課）
　市全体のICT化に向けた機運醸成に資する事業を実施するとともに、本市に進出する、又は進出を検討して
いる企業の定着及び地域との連携・活性化を支援する。

働く場と誰もが働きやすい環境をつくる

【商工振興課】

技術承継・人材育成

創業支援の推進／地場産業の拡充

施策

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

03
基本方針
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1-1-4_国内・海外販路拡大【04】

1

1

4

基本目標 戦略P.

・国内・海外販路開拓支援事業:９
件（海外０件、国内９件）
・商談件数:689件（海外０件、国内
689件）
・国内・海外販路開拓支援事業の周
知（ホームページ、メルマガ）

海外展示会への出展に活用する企業
はなかった。国内における展示会等
の出展に関しては、９件と減少し
た。

・国内海外販路開拓支援件数
R4年度:16件、R5年度:11件、R6年
度:９件

・国や県、JETRO、NICO等において
海外展開事業者をサポートする事業
があるため、引き続き広報等の情報
提供に努める。
・市補助金を活用している事業所の
固定化について改善するため、商工
会議所と連携して展示会等への出展
検討事業所に対する更なる補助活用
の周知に努める。

シート№

38

■ 評価

■ 事業目的（目指す姿）

本市の基幹産業における海外市場への販路拡大を支援し、地域の経済と雇用の安定・拡大を推進する。

■ 事業概要

□国内・海外販路開拓支援事業（商工振興課）
　国内外で開催される展示会・見本市に出展する事業所や団体に対する支援を行う。
□ＥＣ活用支援事業（商工振興課）
　中小事業者のＥＣ（電子商取引）機能などの導入に対する支援を行う。

働く場と誰もが働きやすい環境をつくる

【商工振興課】

国内・海外販路拡大

創業支援の推進／地場産業の拡充

施策

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

04
基本方針

-5-



1-2-1_農産物等の付加価値産品開発・販路拡大【05】

1

2

1

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

基本方針
38

・国や県、市の施策（交付金、助成
金）を最大限活用して非主食用米へ
の転換に取り組んだ結果、輸出用米
は前年度に比べて生産数量155t（取
組面積28ha）減少した。
・TOKYOTORCH桜まつりにおいて、錦
鯉すくいや錦鯉パンフレットを配布
し、同日に多くの訪日外国人旅行者
が利用する「JAPAN RAIL CAFE
TOKYO」（東京駅周辺）で錦鯉水槽
を展示した。
・海外宿泊客が増加傾向にあるホテ
ル日航新潟（展望室）の水槽に錦鯉
を展示したほか、PRパネルやポス
ター、パンフレットを設置した。

・農家の高齢化や担い手不足といっ
た課題を抱えるなか、輸出用米の安
定的な生産量（取組農家）を確保し
ていくために、継続した支援や取組
に理解と協力を得られる仕組みづく
りが必要である。
・R5年9月から隣接するTorch Tower
（B棟）の新築工事が着工してい
る。完成予定のR9年度末までは工事
による影響を踏まえたPR活動を行っ
ていく必要がある。
・官民連携によるプロモーション活
動やPR活動により錦鯉の魅力を発信
していく必要がある。

・主食用米の他作物への転換の必要
性はしばらく続く見込みであること
から、小千谷地域の農業者が取り組
みやすい輸出用米への転換を軸とし
て、支援を継続する（ただし、今後
の米の需給動向に注視していく必要
がある）。
・工夫したSNSの発信に取り組む。
・常盤橋関連イベントに継続して出
展する。
・関連団体への働きかけを行い、物
販の拡充を図る。
・イベントにおける地場産農産物の
販売も視野に農業者へ出店を提案す
る。

■ 事業目的（目指す姿）

・消費者が求める付加価値を高めた農産品の確立を目指す。
・錦鯉産業の海外市場への販路拡大による安定経営を目指す。

■ 事業概要

□アグリビジネス育成支援事業
　農業資源を活用したアグリビジネスの育成支援を行う。
□農産物販路拡大支援事業
　米の海外市場への販路開拓を支援する。
□国魚錦鯉PR事業（農林課）
　錦鯉の輸出拡大や新たな輸出国の開拓に向け、駐日大使館や訪日外国人をターゲットとしたPR活動を行う。
□錦鯉地域活性化事業（農林課）
　錦鯉を切り口として、農業・商業・観光などの活性化を図るため、錦鯉のデジタルコンテンツ化など、新た
な魅力を構築する。
□常盤橋地区における錦鯉を活用したプロモーション事業（農林課）
　常盤橋地区に整備した錦鯉鑑賞池の管理、官民連携による情報の発信、プロモーション活動を実施する。

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

■ 評価

【農林課】

農産物等の付加価値産品開発・販路拡大

錦鯉産業と農業の成長産業化

働く場と誰もが働きやすい環境をつくる基本目標 戦略P.

施策

シート№

05

-6-



1-2-2_新規就農支援【06】

1

2

2

基本目標 戦略P.

・関係機関のほか、地域農業者等を
含めたサポートチームによる農業指
導を実施した。
・新規就農希望者へ個別相談の実施
と情報提供を行った。
・認定新規就農者３名に 経営開始
時の早期の経営確立を支援する資金
を交付した。(農業次世代人材投資
事業)
・イベントに出展した２団体に補助
金を交付した。（農産物販路拡大支
援事業）

職業として農業に魅力を感じる人が
増えつつある一方で、実際の新規就
農は課題も多い。特に非農家出身者
（新規参入者）にとっては「ゼロ」
からのスタートとなり、段階的に資
金が必要となる。
また、経営開始後、農業所得を増や
すためには経営規模の拡大や経営の
多角化、複合化が求められる。

・関係機関のほか、地域農業者等を
含めたサポート体制を継続（充実）
し、農業指導を実施する。
・国、県等の支援事業を情報提供
し、事業の活用につなげる。

シート№

38

■ 評価

■ 事業目的（目指す姿）

産業として成り立つ農業を展開するため、新規就農者の確保及び経営体の育成に加え、組織化・法人化を推進
する。

■ 事業概要

□地域資源を活かした商品づくり支援（農林課）
　地域資源を活用した新たな商品作り等の取組を支援する。
□新規就農者支援事業（農林課）
　新規就農者に対して支援する。
□農業次世代人材投資事業（農林課）
　次世代を担う農業者となることを志向する49歳以下の者に対して、就農準備段階や経営開始時の早期の経営
確立を支援する資金を交付する。
□農産物販路拡大支援事業（農林課）
　販路開拓及び競争力強化を図るため、EC（電子商取引）機能の導入やイベント出展に取り組む市内の農業者
や農業法人、農業者が組織する団体に対して、補助金を交付する。

働く場と誰もが働きやすい環境をつくる

【農林課】

新規就農支援

錦鯉産業と農業の成長産業化

施策

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

06
基本方針

-7-



1-3-1_「誰もが活躍できるまち」の推進【07】

1

3

1

【市民生活課】

「誰もが活躍できるまち」の推進

女性活躍など「誰もが活躍できるまち」づくり

施策

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

07
基本方針

働く場と誰もが働きやすい環境をつくる

子育て支援策が一目でわかるチラシ
の作成と、必要な情報が入手しやす
い子育て応援サイト（ホームペー
ジ）の構築を行った。

子育てに関する多くの施策がある
が、複数の課にまたがって実施して
いるため、どのタイミングにどのよ
うな支援を受けられるのか、市民に
とってわかりにくい現状がある。

・子育てに関する情報をより多くの
方に届けられるように、作成したチ
ラシを市内の公共施設などに設置す
るとともに、市外の方にも配布す
る。
・小千谷市子育て応援サイトは、随
時情報を更新するだけでなく、より
実用的でわかりやすい情報を掲載
し、子育てに関する総合的な情報発
信ツールとして内容の充実を図って
いく。

39

■ 評価

■ 事業目的（目指す姿）

女性活躍支援などによって「誰もが活躍できるまち」の実現を目指し、企業・事業所や関連団体、行政による
官民連携チームを設置し、官民が共に施策の検討や事業化に取り組むほか、講演会やセミナーの開催により、
市全体の意識啓発を図る。

■ 事業概要
□男女共同参画推進事業（市民生活課）/男女共同参画の意識づけを図るため、市民向けの講演会やセミナーの開催
による啓発を行う。
□「誰もが活躍できるまち」推進事業（市民生活課）/企業向けの講演会やセミナーを開催する。また、女性が元気
に働く職場づくりに努める企業の取組を、異業種の企業間で共有しながら意見交換を行う交流会を実施する。
□官民連携「誰もが活躍できるまち」検討チーム設置事業（市民生活課）/女性活躍推進に向けた課題の解決を図る
ため、官民連携の検討チームを組織する。
□パパ・ママ子育て応援プラス認定促進事業（市民生活課）/子育てしながら働きやすい職場環境を整備する取組の
一環として、県のハッピー・パートナー企業に登録後、上乗せ認定の「パパ・ママ子育て応援プラス認定」で追加
認定を受けた新規企業に対して市独自の奨励金を交付する。
□支援制度見える化事業（健康・子育て応援課）/ライフステージごとに受けられる市の支援制度が一目で分かるよ
うなチラシやホームページを作成し、効果的な情報発信を行う。

基本目標 戦略P.

【健康・子育て応援課】

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

・男女共同参画講演会「LGBTQを理
解する～日本社会の中でマイノリ
ティであること」講師:東小雪氏
参加者89名
・異業種交流会（２回）、女性活躍
推進セミナー（２回）の実施
・商工会議所、商工会議所女性部へ
の事業促進のための説明及び企業と
の意見交換
・ハッピー・パートナー企業の新規
登録に向けた取組⇒ハッピー・パー
トナー認定企業29社、パパ・ママ子
育て応援プラス認定企業19社、パ
パ・ママ子育て応援プラス認定奨励
金11社（R7.3月末時点）

・女性活躍推進については、多岐に
わたる課題を含んでおり、女性管理
職の比率は全国的に低く、2024年の
県内平均（10.3％）は全国平均
（10.9％）を下回っている。このよ
うな状況から、企業の意識改革や職
場環境の改善が急務である。女性が
職場で公平に評価され、活躍できる
環境を整えていくことについて市全
体で今後も取り組んでいく必要があ
る。

・ハッピー・パートナー企業登録制
度の見直しにより、「新潟県多様で
柔軟な働き方・女性活躍実践企業認
定制度」が創設された。新制度の登
録企業数の増加に向けて取組を進め
ていくとともに、企業向けのセミ
ナーを実施する。
・庁内の関係課や関係機関とともに
市内企業と連携を図り、女性活躍推
進に関する情報提供や意見交換の場
づくりを行う。

シート№

-8-



1-3-2_技術力確保と生きがい雇用促進【08】

1

3

2

【福祉課】

技術力確保と生きがい雇用促進

女性活躍など「誰もが活躍できるまち」づくり

施策

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

08
基本方針

働く場と誰もが働きやすい環境をつくる

39

■ 評価

■ 事業目的（目指す姿）

高齢者が生きがいを持ちながら、その経験、技能、知識を産業や地域社会に活かすことができるよう、高齢者
の就業機会を拡充する。

■ 事業概要

□高齢者の技術力活用（福祉課）
　高齢者が社会の担い手として活躍し続けられるよう、シルバー人材センターの充実を図る。

基本目標 戦略P.

・会員数377人（前年度比６人
減）、受注件数2,107件（前年度比
13件増）、契約金額122,852千円
（前年度比7,238千円増）、会員の
就業率89.9％（前年度87.5％）と
なった。
・県連合会小千谷事務所が実施する
派遣事業については、会員数210人
（前年度比２人減）、受注件数90件
（前年度比５件増）、契約金額
67,622千円（前年度比9,208千円
増）であった。

・会員数はわずかに減ったが、受注件
数、契約額共に前年度を上回った。
・R5年度に比べ、除草業務が20％
増、除雪業務が３倍の実績となった。
・契約額が増加した理由の１つに、単
価が改定されたことが挙げられる。
・職種により経験や技能を持つ会員が
少なくなっている。また、定年延長が
進むことにより、新規入会者年齢が高
齢化し、経験年数不足等が課題となっ
ている。
・シルバー事業は景気の動向や自然条
件などに影響されやすく、年度ごとに
増減がある。

・引き続き、会員の拡大に努める。
特に会員数の約37％(前年度比2％
増)に伸びている女性会員の増員に
注力する。
・公共機関や市内企業等に対して、
受託の継続と拡大を依頼する。
・成長分野である福祉や家事援助
サービスなど、地域に貢献する分野
での就業の底上げを図る。
・現場での実践を通じた技能習得や
研修会を開催し、技能者の養成に取
り組む。
・総合事業訪問型サービスＡの受託
利用を推進する。

シート№

-9-



1-3-3_障がい者の就労促進【09】

1

3

3

【福祉課】

障がい者の就労促進

女性活躍など「誰もが活躍できるまち」づくり

施策

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

09
基本方針

働く場と誰もが働きやすい環境をつくる

39

■ 評価

■ 事業目的（目指す姿）

障がい者の雇用機会の拡充、確保を推進し、障がい者の自立と社会参加を促進する。

■ 事業概要

□障がい者の就業訓練拡充（福祉課）
　職場体験やインターンシップなどにより、障がい者の就業訓練機会を拡充する。

基本目標 戦略P.

・R6年度は企業向けの総合支援学校
見学会を実施しなかったが、公共職
業安定所と連携しながら企業に働き
かけを行い、新たに企業１社が実習
先となった。
・総合支援学校では企業実習を行う
など、卒業後の地域就労の推進に努
め、５名の総合支援学校卒業生が企
業に就労した。

新型コロナウイルス感染症の感染が
収束し、感染症流行前と同様に企業
等において実習を実施できるように
なり、就業訓練などの機会を確保す
ることができている。今後も総合支
援学校卒業生の希望職種等を踏まえ
ながら、実習先企業の確保に努める
必要がある。また、企業に対して障
がい者雇用の理解と推進を図る必要
がある。

障害者雇用の推進にあたり、総合支
援学校や公共職業安定所、商工会議
所などの関係機関と連携し、企業へ
情報発信等を行うことにより、障が
い者雇用の理解と推進を図り、実習
先の確保に努める。

シート№

-10-



2-1-1_Ｕ・Ｉターンの推進【10】

2

1

1

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

【就職情報発信】
・企業ガイドブック配布
・就職支援サイトリニューアル
・就職支援SNSアカウント運営（イ
ンスタグラム、YouTube、TikTok）

【企業見学バスツアー】
・新潟工科大学
・長岡工業高等専門学校
・小千谷西高等学校

・就労イベント等は、幅広いイベン
トを開催することで若者への就労サ
ポートや企業の採用サポートを実施
している。
・インターンシップ等支援実績
R4年度:34件
R5年度:78件
R6年度:69件

引き続き、高等教育機関等への進学
で市外に転出した大学生や専門学校
生等に対して、地元企業でのイン
ターンシップ仲介や就労情報の発
信、各種就労セミナーの開催などの
Ｕターン就職支援事業を進める。

■ 事業目的（目指す姿）

本市の強みである基幹産業を中心に企業の情報発信を強化し、若者のU・Iターンを考える機会を増やすことに
より、U・Iターンの増加につなげる。

■ 事業概要

□U・Iターン就職支援事業（商工振興課）
　Uターン就職を希望する大学生・専門学生などを対象とした就職セミナーや企業見学ツアーの開催、イン
ターンシップの受入などの支援を行う。
□おぢやつつみWITH　WISH.事業（商工振興課）
　進学で親元を離れ、市外で夢の実現に向けてがんばる小千谷の学生を応援するため、小千谷市産品の詰め合
わせを発送する。
□おぢやごころ奨学金返還支援事業（商工振興課）
　奨学金を返還しながら働く若者への官民連携の奨学金返還支援を行う。
□ずっと住まいる応援事業（商工振興課）
　市内に住む若者への家賃補助【交付期間（最長５年）補助金額（最大144万円）】を行う。

■ 評価

【商工振興課】

基本目標 つながりをつくり、新しい人の流れをつくる シート№ 戦略P.

基本方針 若年層の交流・転入促進
10 42

施策 Ｕ・Ｉターンの推進

-11-



2-1-2_キャリア教育の推進【11】

2

1

2

基本目標 つながりをつくり、新しい人の流れをつくる シート№ 戦略P.

基本方針 若年層の交流・転入促進
11 42

施策 キャリア教育の推進

■ 事業目的（目指す姿）

児童・生徒が小千谷の産業を知り、触れ、体感する機会を提供し、若者の地元就職体制を確保するとともに雇
用環境の向上を図る。

■ 事業概要

□インターンシップ等支援（商工振興課）
　大学生、専門学校生等のインターンシップ活動の拡充を図る。
□中学生の職場体験教育（教育・保育課）
　市内中学生が小千谷の産業を知るための職場体験を実施する。
□おぢやしごと未来塾【新しい地方経済・生活環境創生交付金】（企画政策課）
　市内中学生を対象に、産業界や高等学校と連携し、ふるさと小千谷を支える地域産業や企業を理解する機会
として「おぢやしごと未来塾」を開催し、将来の地元就職につなげる。
□企業見学バスツアー（商工振興課）
　県内大学生を対象に、市内企業への就職者増加を図るため、市内企業への見学バスツアーを実施する。

■ 評価

【教育・保育課】

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

各企業の理解を得て職場体験を実施
した。仕事内容の理解や仕事に臨む
姿勢、社会人として必要な資質等を
中学生に肌で感じてもらうことがで
きた。

３日間の職場体験を実施することに
意義を見出している。受入先企業が
減少していることが課題である。

３日間の職場体験を実施する。ま
た、受入先企業を増やすため、職場
体験の意義を企業等に丁寧に説明す
る。

【商工振興課】

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

【インターンシップ等支援】
・市内企業への受入調査（161社）
・市内企業のインターンシップ受入
情報の提供（市内中学５校、市内高
校２校）
・大学生等へのインターンシップ受
入仲介（18名）

【就職情報発信】
・企業ガイドブック配布
・就職支援サイトリニューアル
・就職支援SNSアカウント運営（イ
ンスタグラム、YouTube、TikTok）

市外の高等教育機関への周知を強化
している。

・インターンシップ等支援実績（R4
年度:34件、R5年度:78件、R6年
度:69件）

・市内高等学校卒業生における地元
企業就職率（R3年度:46.5％、R4年
度:20.5％、R5年度:36.5％、R6年
度:26.1％）

生徒や学生に市内企業を広く知って
もらうため、引き続き企業ガイド
ブックや就職支援サイト、就職支援
SNSを活用し、キャリア教育の推進
を図る。
また、企業見学やインターンシップ
の仲介を進める。
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2-1-2_キャリア教育の推進【11】

【企画政策課】

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

・市内中学校１年生、総合支援学校
中学部生及び市内高校生を対象に企
業ブース見学を実施し、地元企業に
ついて学んだ。
・企業ブースには市内企業46社が出
展した。
・過去の意見等を踏まえ、企業ブー
スの見学時間を１ブース当たり10分
から15分に見直した。

・企業ブースを見学した中学生の
97％が、事業に参加したことで小千
谷市の企業を「よく理解できた」
「理解できた」とアンケートで評価
している。
・見学するブースは事務局で割り
振っているが、生徒から見学したい
企業を事前に聞き取ることにより事
業成果の向上に繋がる。

・キャリア教育機会の提供によって
地元就職に結び付くように引き続き
事業を推進する。
・見学ブースの希望調査実施を検討
する。
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2-1-3_若者交流の推進【12】

2

1

3

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

・「おぢゃ～る」の合宿等誘致を行
い、利用促進を図った。
・杉並区との交流イベントを中心に
交流事業を推進した。

・「おぢゃ～る」の合宿利用団体数
は回復傾向にあり、一定の営業成果
を得ている。
・杉並区等との交流自治体との関係
を引き続き強化し、常に新たな交流
を構築していくことが必要である。

・営業強化により、「おぢゃ～る」
における合宿の誘致を行い、利用団
体数の増加に努める。
・杉並区民を対象とした「田植え体
験ツアー」を実施するなど、交流の
強化に努める。

■ 事業目的（目指す姿）

大学などのゼミナールやサークル合宿の誘致等を行い、新たな交流を構築することにより、Iターンの推進に
取り組む。

■ 事業概要

□大学生ゼミ・サークル合宿等誘致交流（にぎわい交流課）
　「おぢゃ～る」に大学などのゼミナールやサークル合宿を誘致し、新たな交流の構築を図る。
□杉並区等を通じた交流（にぎわい交流課）
　災害時相互援助協定締結自治体との関係を活かし、新たな交流の構築を図る。

■ 評価

【にぎわい交流課】

基本目標 つながりをつくり、新しい人の流れをつくる シート№ 戦略P.

基本方針 若年層の交流・転入促進
12 42

施策 若者交流の推進
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2-2-1_移住・定住支援【13】

2

2

1

【商工振興課】

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

・新たに、空き家家財道具等処分支
援事業、ずっと住まいる応援事業、
結婚新生活支援事業を開始するな
ど、移住・定住に関する補助制度を
充実させた。
・各種移住セミナーに９回参加し、
支援策等の周知に努めた。

移住・定住に関する補助制度の新設
などにより、移住先として当市への
関心が高まってる。

・移住支援金：２件
・空き家利活用支援事業：１件
・家財道具等処分支援事業：16件
・ずっと住まいる応援事業：24件
・結婚新生活支援事業：10件

引き続き、移住・定住に関する補助
制度を実施するとともに、制度に関
する情報発信を行う。

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

【地域おこし協力隊推進事業】
・適切な情報交換を行い、隊員と受
入団体の良好な関係づくりに努め
た。

【おぢやクラインガルテンふれあい
の里利用推進事業】
・移住・定住を促進するため、滞在
型農園でお試し移住ができる短期利
用を開始し、計６件の利用があっ
た。
・利用者や管理組合を巻き込む交流
イベントを複数回開催した。

【地域おこし協力隊推進事業】
・支援員の配置と受入団体との連携
により、協力隊員の受入環境を整備
し、定住促進を図っていく必要があ
る。

【おぢやクラインガルテンふれあい
の里利用推進事業】
・利用者はふれあいの里での暮らし
を楽しんでいるが、将来的な市内へ
の移住を希望する利用者は少ない。

【地域おこし協力隊推進事業】
・隊員が活動しやすい環境を整備
し、地域協力活動を推進するととも
に、隊員の定住につながる支援を行
う。

【おぢやクラインガルテンふれあい
の里利用推進事業】
・利用者に対して、空き家バンクな
どの移住に関する情報提供を積極的
に行うとともに、短期利用を引き続
き試行し、移住・定住の促進を図
る。

■ 事業目的（目指す姿）

■ 事業概要

■ 評価

【にぎわい交流課】

移住・定住に関する補助制度を充実させ、移住・定住に伴う経済的負担を軽減するとともに、U・Iターン推進
事業の実施や地域おこし協力隊との連携による情報発信を積極的に行い、移住・定住を促進する。

□地域おこし協力隊推進事業（にぎわい交流課）
　地域外の人材を活用し、地域の活性化に必要な施策を推進するとともに、当該地域への定住・定着を促進する。
□おぢやクラインガルテンふれあいの里利用推進事業（にぎわい交流課）
　おぢやクラインガルテンふれあいの里を活用した二拠点居住（お試し移住）の体験機会を提供し、移住・定住につなげる。
□空き家利活用支援事業（商工振興課）
　市外から転入する子育て世帯又は県外からの転入者に対し、市内施工業者による空き家のリフォーム費用の一部を補助する。
□空き家家財道具等処分支援事業（商工振興課）
　空き家の所有者などに対し、事業者に依頼して行う家財道具などの搬出・処分・除去及び空き家の清掃にかかる費用の一部を補助す
る。
□定住促進マイホーム取得補助事業（建設課）
　定住人口の増加と地域経済の活性化のため、小千谷市内に個人で住宅を取得する方に対し、補助金を交付する。
□ずっと住まいる応援事業（商工振興課）
　市内の民間賃貸住宅に居住する転入者に対し、家賃の一部を補助する。
□結婚新生活支援事業（商工振興課）
　一定の条件を満たす新婚世帯に対し、新生活に係る住宅取得・家賃・リフォーム・引越費用の一部を補助する。

基本目標 つながりをつくり、新しい人の流れをつくる シート№ 戦略P.

基本方針 移住・定住支援
13 42

施策 移住・定住支援
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2-2-1_移住・定住支援【13】

【建設課】

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

補助金申請件数：82件
・転入者27件（うち子育て世代23
件）
・子育て世代66件

転入者申請者数は目標値を超えた。
引き続き制度の周知に努めたい。

対象者へ確実に情報を届けるため
に、広報紙やホームページ、SNS等
を活用して制度の周知徹底を図る。
特に中古住宅購入者への周知が必要
である。
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3-1-1_妊娠・出産期の支援【14】

3

1

1

・訪問指導実施率の内訳は妊婦
92.5％、産婦100％、新生児100％で
あった。産婦・新生児訪問指導を実
施した母子のうち、約14％に対して
は1人あたり２回の訪問指導を実施
し、さらに継続支援が必要な場合は
保健師等による家庭訪問を行った。
・妊婦歯科検診は妊娠届出時と妊婦
訪問指導時に受診勧奨をしている。
・不妊不育治療費助成の延べ助成件
数は47件、約６割において妊娠が成
立した。

・訪問指導の実施率は前年度と比べ
て2.0ポイント上昇した。妊娠期か
ら子育て期まで、妊婦健診14回分と
産婦健診2回分の費用助成や訪問指
導等により保健指導を受ける機会を
提供し、産後うつの予防や育児不安
の軽減につながった。
・妊婦歯科検診は体調の不安定さや
仕事が休みにくいと言った理由から
受診が後回しになっている傾向があ
る。
・不妊治療及び不育治療は、検査も
含めて高額な自己負担が生じるた
め、引き続き、経済的負担の軽減を
図る必要がある。

・子育て世代包括支援センターを核
に母子保健事業（妊娠届出時の面
談、妊産婦・新生児訪問指導、妊産
婦健診、乳幼児健診等）を通して妊
産婦の情報把握や産科医療機関との
連携により妊産婦の心身の健康支援
の充実に取り組む。
・妊娠届出時やうぶごえ教室、妊婦
訪問など様々な機会において受診勧
奨を実施する。
・不妊不育治療費助成の制度の周知
を行いながら継続する。

□妊婦健診事業（健康・子育て応援課）
　妊婦が出産まで定期的に検査や保健指導を受けるための妊婦健診を実施する。
□妊婦歯科検診事業（健康・子育て応援課）
　妊娠期間中の歯周病の早期受診・早期治療を促すため、妊婦を対象に歯科検診受診券を発行する。
□不妊不育治療費助成事業（健康・子育て応援課）
　不妊治療または不育治療にかかる経済的な負担を軽減するため、治療の自己負担額に対して助成を行う。

■ 評価

【健康・子育て応援課】

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

45
施策 妊娠・出産期の支援

■ 事業目的（目指す姿）

安心して出産できるよう、妊娠・出産期や小児期の医療体制を継続して確保する。

■ 事業概要

基本目標 結婚・出産・子育ての希望をかなえる シート№ 戦略P.

基本方針 出産・子育て・教育環境の充実
14
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3-1-2_子育て環境の充実【15】

3

1

2

基本目標 結婚・出産・子育ての希望をかなえる シート№ 戦略P.

基本方針 出産・子育て・教育環境の充実
15 45

施策 子育て環境の充実

■ 事業目的（目指す姿）

■ 事業概要

■ 評価

【健康・子育て応援課】

育児不安の解消や子育て世代の経済的負担を軽減するため、地域で子育てを支援する仕組みづくりを推進し、
健やかに生み育てる環境の充実を図る。

□子ども・子育て支援事業（健康・子育て応援課）
　「小千谷市子ども・子育て支援事業計画」に基づき、市民に適切なサービスを提供し、子どもの健やかな育ちと子育て
を社会全体で支援する環境を整備する。
□子ども医療費助成事業（健康・子育て応援課）
　生まれた日または転入の日から、18歳に達する日以後の最初の３月31日までの子どもの医療費を助成する。
□おぢやすくすく応援ギフト事業（健康・子育て応援課）
　３歳までの子どもの成長と親のスキルアップを応援する伴走型ギフトを贈呈する。
□放課後児童健全育成事業（教育・保育課）
　放課後に児童が安全に過ごす場所を確保し、保護者が安心して働ける環境づくりを行うため、学童保育運営団体に対す
る補助を行う。
□学校給食費補助事業（教育・保育課）
　様々な社会情勢による食材料価格が高騰するなか、保護者の負担を軽減し、栄養バランスや量を保った安定的な学校給
食の提供を行う。小・中学校に在籍する児童生徒を３人以上養育している保護者に対して、３人目以降の給食費を無償化
する。

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

・病児病後児保育により、保護者の子
育てと仕事の両立を支援した。
・子どもの医療費を無償化した（助成
額105,418千円、延べ利用件数47,249
件）。
・すこやか子育て教室３講座113組、
221人
・子育て講座16講座125組、226人
・子育てなんでも相談12回23人
・子育て相談920件（来館時790件
予約20件　電話110件）
・親子ふれあいあそびの動画、わん
パークのイベント情報の配信　123回
・おぢやつつみ～Smile＆Family～を
実施した（10月以降実施分の乳児健診
受診者355名）。

・病児病後児保育室の登録者数は102
人、利用延人数は103人と前年度より
登録者数が24人、利用延べ人数が39
人減少した。
・子ども医療費助成については受診件
数は14件、助成額は13,676千円増加
した。
・子育ての孤立化を予防するために、
保護者間交流や相談の場、親子ふれあ
い遊びを提供してきた。
・市内企業からの協賛品、飲食店利用
券などのチケット、ミルクなど育児用
品、冊子「子どもが健やかに育つ５つ
のポイント」（小千谷市作成）を配付
した。

・広報やホームページ、保育園、認定
こども園、わんパーク等での周知を行
うとともに、増加するニーズに対応で
きるよう受入体制を強化する必要があ
る。
・子ども医療費助成を継続して実施す
る。
・親子の遊びと相談の場を継続して提
供するほか、SNSによるわんパークの
イベント情報等を発信し、子育て家庭
を支援する。
・おぢやつつみ～Smile＆Family～を
継続して実施する。

【教育・保育課】

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

・市立保育園９園の定員846人、私立
認定こども園３園の定員345人
・学童クラブ通年開設12クラブ、長期
休業期間のみ開設１クラブ
・５小学校で計132回放課後子ども教
室を実施した。参加延べ人数は児童
2,487人、ボランティア584人であっ
た。
・各小学校のボランティアに保険をか
け、地域住民の学校ボランティアとし
ての活動を支援した。
・R4年度から開始した学校給食費補助
金は、単価を増額して継続的に実施し
た。質を落とすことなく学校給食を提
供することができた。

・引き続き、３歳未満児の保育ニーズ
が高まっているが、待機児童は０人で
ある。
・学童クラブでは定員を超えた申込み
があり、受入体制の整備及び児童の過
密対策が課題である。
・子どもたちの放課後の居場所の確保
とボランティアがいきがいを感じる場
づくりを行っている。
・ボランティアの高齢化とボランティ
ア数の確保が課題である。
・様々な社会情勢の影響から食材料費
全体の高騰が続き、今後も給食費への
影響が避けられない状況である。

・入園申込児童の受入体制を整え、子
育て環境の充実を図る。
・受入体制を確保するため、西小千谷
地区にR7年4月から新規で通年開設ク
ラブを１クラブ開設し、東山地域に開
設を予定している。引き続き、学童ク
ラブ利用者の環境整備を進める。
・地域の多くの方からボランティアと
して関わっていただけるよう、周知を
行う。また、放課後子ども教室のボラ
ンティアの資質向上を図るため、研修
会を開催する。
・給食費の補助単価を増額し、引き続
きバランスの良い給食の提供と、給食
費の保護者負担の軽減を図る。
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3-1-3_子どもの遊び場の整備【16】

3

1

3

基本目標 結婚・出産・子育ての希望をかなえる シート№ 戦略P.

基本方針 出産・子育て・教育環境の充実
16 45

施策 子どもの遊び場の整備

■ 事業目的（目指す姿）

施設の効率的な活用を検討しながら、冬期間でも子どもたちが安心してのびのびと遊べる場所を確保する。

■ 事業概要

□都市公園の整備（建設課）
　利用しやすく魅力のある公園を目指し、公園緑地の適切な維持管理を実施する。
□屋内遊び場の整備（にぎわい交流課、健康・子育て応援課、文化スポーツ課）
　安心して利用できる全天候型の子どもの遊び場設置について、新規施設や既存施設の効率的な活用を含めて
検討する。

■ 評価

【にぎわい交流課】

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

・9月28日にオープンした「ホント
カ。」内の屋内広場では、誕生祭期
間である10月21日までの土日・祝日
（計９日）で延べ3,000人の利用者
があった。
・冬期間の平日は、午前中には子育
て世代の利用者が多く見受けられ、
夕方には学校終わりの小学生の利用
者が多く見受けられた。

・天候や気温状況による利用者数の
増減はあるが、土日・祝日には様々
な世代から利用されている。
・安心安全な設備環境を保持しなが
ら、創造的な遊びや学びが行える環
境を提供する必要がある。
・適切な運営方法について、利用者
の意見を取入れながら柔軟に対応し
ていく。

「プレイリーダー」である地域おこ
し協力隊を中心に、「ホントカ。」
内の屋内広場やこどもとしょかん等
において、市民・民間事業者・学校
等と連携した事業の企画や取組を行
う。

【健康・子育て応援課】

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

・地域子育て支援拠点「わんパー
ク」において安心して過ごすことが
できるよう、各年齢や発達に合わせ
て空間を分け、遊具や玩具を設置し
た。
・館内や遊具、玩具などの消毒をこ
まめに行い、安心して過ごせる空間
を提供した。

地域子育て支援拠点「わんパーク」
では、各年齢や発達に合わせた遊具
や玩具、絵本を設置している。外遊
びスペースは親子遊びで活用し、夏
には小型プールを設置している。親
子が安心して過ごすことができるよ
う、発達に合わせて環境を整えてい
くことが必要である。

地域子育て支援拠点「わんパーク」
では、親子が安心安全に過ごすこと
ができるよう、衛生確保や安全確保
を図る。
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3-1-3_子どもの遊び場の整備【16】

【建設課】

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

・公園樹木の剪定
・施設の維持管理及び修繕

老朽化した設備や樹木の維持管理及
び修繕等に多額の費用を要してい
る。また、公園施設等の今後の適正
な維持管理方法などについて検討が
必要である。

・施設パトロール等による維持管理
修繕を行う。
・施設等の今後の適正な維持管理方
法などについて検討する。
・老朽化した樹木の伐採を行う。

【文化スポーツ課】

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

・年齢に応じた室内での子どもの遊
び場を提供している。
・総合体育館内に、未就学児対象の
「幼児プレイルーム」と、小学４年
生以下対象の「キッズコーナー」を
設置している。

混雑緩和のために概ねの利用時間を
設けながら、楽しく利用していただ
いている。

安心安全の確保のため、定期的な点
検等を実施する。
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3-1-4_学びの環境づくり【17】

3

1

4

【教育・保育課】

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

・小・中学校、総合支援学校情報化
推進事業において、学習用ネット
ワークの通信環境を安定させるた
め、プロバイダー契約を見直しに向
けた試験を行った。
・情報通信技術(ICT)支援員配置事
業において、ICT支援員と情報教育
支援業務受託者が協力し、学校訪問
による教員への授業支援、インター
ネットを利用した情報提供や集合型
の教職員研修を実施した。

・物的・人的ともに課題解決に向け
た支援が進んでいる。環境面では、
デジタル教科書、CBT対応のため、
プロバイダー契約の見直しが効果的
であることが分かった。
・ICT支援員による支援のもと、学
校におけるICT教材の活用が進んで
いる。情報モラル教育において、子
どもたちが安全かつ倫理的に利用で
きるよう、教職員による意識づけが
進んでいる。

・学校ごとにプロバイダー契約を見
直す。交付金を活用し、学習者用端
末（GIGAパソコン）の更新を行う。
・ICT支援員と情報教育受託者が協
力し、ICT教育がより円滑に進み、
学力向上に資するよう、教職員への
授業支援を行う。

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

・ブックスタート事業の読み聞かせ
を12回実施し、延べ135人が参加し
た。
・ブックトークなど、読書に親しむ
ための取組を行った（R6年度:１園
１校実施_すみれ保育園、吉谷小学
校）。
・市内小学校、支援学校を対象とす
る「ホントカ。」施設見学会を31回
開催し、1,318人が参加した。参加
した学校のなかには、授業で「ホン
トカ。」の魅力や活用方法等をまと
め、その成果品を「ホントカ。」フ
ロートエリアに展示した学校もあっ
た。

・小・中学校図書館において、マン
パワーや専門知識を持つ人員が不足
している。
・新着図書の受入れ等が滞ることが
ある。
・「ホントカ。」における情報環境
構築ツールのひとつである「コトノ
ハ」の活用により、誰もが自由に小
千谷の文化を学び、知を発信できる
ように整備を進めているが、運用面
での課題がある。

学校の地域探求授業と連携し、図書
や情報メディア等を活用した学習を
促すなど、児童生徒が読書を通じて
物事に対する新たな関心をもつきっ
かけづくりを行う。

■ 事業目的（目指す姿）

将来を担う子どもたちに対して、地域を知る教育や世界に通じる人材を育成する学びの環境づくりを進める。
ICTを活用した教育環境の整備、読書（本にふれる機会）の習慣化や生きた外国語による語学教育を推進し、
世界に羽ばたく子どもを育む。

■ 事業概要

□小・中学校、総合支援学校情報化推進事業（教育・保育課）
　ICT機器整備やネットワーク環境改善により、児童生徒がICT教育を受ける環境を構築・改善する。
□情報通信技術(ICT)支援員配置事業（教育・保育課）
・ICT支援員配置や情報教育支援業務の委託により、教員がICT教育を行う支援をすることで、児童生徒が情報
や情報技術を活用して、高度情報化社会を生き抜く力を育成する。
・情報モラル教育を行い、情報機器等を安全かつ倫理的に利用するための力を育む。
□読書や外国語会話の機会拡充（にぎわい交流課、教育・保育課）
・保育園や子育て支援センターなどと連携した図書館サービスを実施する。
・実用的英会話能力の向上や国際理解教育の推進を図るため、外国語指導助手（ALT）を各学校に派遣する。

■ 評価

【にぎわい交流課】

基本目標 結婚・出産・子育ての希望をかなえる シート№ 戦略P.

基本方針 出産・子育て・教育環境の充実
17 45

施策 学びの環境づくり
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3-1-4_学びの環境づくり【17】

【企画政策課】

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

・プロジェクトチームにおいて、東
大通商店街周辺の個人が所有する建
物の一部を借用し、放課後の学生の
居場所として、集中勉強スペース
「MOKUMOKU」とフリースペース
「WAIWAI」の２箇所を開設した。
・利用状況（集計期間：R6.12.2～
R7.2.24）
集中勉強スペース「MOKUMOKU」：9
人
フリースペース「WAIWAI」：151人

・東地区においては、R5.12にJR小
千谷駅へワークスペースを設置し、
R6.12に「MOKUMOKU」と「WAIWAI」
を設置した。西小千谷地区において
は、R6.9に「ホントカ。」がオープ
ンし、学生の学習環境及び居場所と
なりうる施設の整備が進んでいる。
・フリースペースについては、所有
者からの厚意により安価な賃料で施
設を利用できているが、利用者のモ
ラルや掃除の頻度等が課題となって
いる。

・利用状況から「MOKUMOKU」は廃止
とし、「WAIWAI」のみの継続とす
る。
・「WAIWAI」については、個人が所
有する建物であり、長期的に継続す
ることは困難なため、実証実験結果
を検証し、次の展開の検討を行う。
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3-2-1_婚活事業の推進【18】

3

2

1

【文化スポーツ課】

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

・１組のカップルが新たに成婚し
た。
・当市同様に結婚支援センターを有
する十日町市と①マッチング②イベ
ント③情報発信について広域連携を
開始した。
・イベントやマッチングを数多く行
い、次年度へのアプローチを図っ
た。
・県の結婚子育てポータルサイトや
各種SNSに事業やイベントの情報を
掲載し、周知に努めた。

・十日町市との広域連携により、新
たな出会いの機会が創出できてい
る。
・出会いの機会を増やすために、各
所へ更なるPRを行い、会員数を増加
させる必要がある。

・会員やイベント参加者の声を踏ま
えて業務の見直しを進める。
・サポートセンターを設置する自治
体間同士の情報交換や連携を図る。
・センター職員による会員に寄り
添ったきめ細やかなサポートを続
け、信頼関係の構築に努める。会員
のニーズや要望を深く理解すること
で、効果的なサポートや提案がで
き、個別のケースに適したマッチン
グが実現する。
・新潟県婚活マッチングシステム
「”ハートマッチ”にいがた」の登
録料補助の開始により更なる婚活支
援を行う。

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

・中学生と赤ちゃんとのふれあい交
流会を希望のあった中学校４校で延
べ６回実施した。各種感染症対策を
行った上で赤ちゃん連れの親子１組
が参加し、出産や育児に関する講話
を行った。
・妊娠や出産、思春期の心身の健康
に関する助産師の講話や赤ちゃん人
形の抱っこ体験、妊婦ジャケット着
用体験を実施した。
・子育て中の親の体験談や助産師に
よる講話を通して、妊娠や出産、子
育てについて学ぶ機会となった。赤
ちゃんがかわいいという感想が生徒
から多く挙がった。

子育ては大変だというイメージか
ら、結婚や子育てにプラスイメージ
を持つ人の割合が減少している。

・将来の多様な選択肢があるなか
で、赤ちゃんをかわいいと感じ、結
婚や出産等にプラスイメージを持て
るように、妊娠や出産に関する正し
い知識や子に対する親の愛情、育児
について学び、将来「親」になるこ
とを具体的に考える機会を設ける。
・各種感染症対策を行いながら交流
会や講話会等を実施する。

■ 事業目的（目指す姿）

・本人の意思を最大限に尊重しながら、気軽に参加できる交流や出会いの場を提供し、結婚への展開に結びつ
ける。
・結婚や出産に関するセミナーを開催し、結婚に対するイメージアップを図る。

■ 事業概要

□ときめきめぐりあい推進事業（文化スポーツ課）
　１対１のお見合いや婚活イベントを実施し、結婚希望者に出会いの場を提供する。
□地域少子化対策強化事業（健康・子育て応援課）
　結婚～妊娠～出産～育児など、結婚から子育てまでのライフステージにおけるセミナー・個別相談会の開催
や、情報提供を行う。

■ 評価

【健康・子育て応援課】

基本目標 結婚・出産・子育ての希望をかなえる シート№ 戦略P.

基本方針 未婚化・晩婚化対策
18 45

施策 婚活事業の推進
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4-1-1_中心市街地整備の推進【19】

4

1

1

基本目標 安全安心でにぎわいのある魅力的なまちをつくる シート№ 戦略P.

基本方針 にぎわいのまちの顔づくりと安全安心に暮らせる居住環境の整備
19 48

施策 中心市街地整備の推進

■ 事業目的（目指す姿）

中心市街地の旧小千谷総合病院跡地にオープンした「ひと・まち・文化共創拠点ホントカ。」を拠点に、にぎ
わい・交流・憩いの創出を図る。

■ 事業概要

□ひと・まち・文化共創拠点運営事業（にぎわい交流課）
「ホントカ。」があらゆる人々の可能性を紡ぐ「みんなの広場」となることを目指し、市民の多様な活動を創
出していく。

■ 評価

【にぎわい交流課】

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

・9月28日にオープンした「ひと・
まち・文化共創拠点ホントカ。」
は、オープン２日間で延べ10,000人
の来館者があった。
・毎月第１日曜日には、「ホント
カ。市」を開催し、市民の賑わいと
交流の場を創り出している。
・３月上旬には、当初の来館者目標
である16.8万人を突破した。
・可動式書架の特性をもつフロート
エリアは、「ホントカ。市」や講演
会、郷土資料の展示に活用され、市
民の集いの場となっている。

・オープンから半年で、市や市民等
が主催する事業の件数が20回、出店
団体数（個人含む）が300団体を超
え、このうち、市外からの事業出店
者は６割であった。新たな小千谷市
の賑わいの拠点に、市内外から人が
集まり始めている。
・駐車場数が限られており、イベン
ト開催時の駐車場整理や誘導に課題
がある。
・にぎわいエリアと図書を楽しむエ
リアの差別化を望む声を始め、様々
な市民の声を聴く機会が多くなって
いる。

・引き続き、リビングラボを活用
し、施設プログラムや市民プロジェ
クトを展開していく。
・「ホントカ。市」の出店やワーク
ショップ開催等により、市民の主体
的な参画を促し、市民の多様な活動
を創出していく。

【企画政策課】

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

・プロジェクトチームにおいて、本
町商店街のにぎわい創出と商店街再
生、回遊性向上を目的として、「ホ
ントカ。」や商店街の空き店舗を活
用した臨時出店を実施した。
①おぢやまつり期間中の臨時出店
（主催：Team Ojiya）
日時：令和６年８月24・25日
②HOLIDAY POP UP SHOP（主催：あ
わえ）
日時：令和６年９月28日（「ホント
カ。」オープン日）

・東小千谷も含め、商店街では
シャッターが閉まっている店舗が多
いため、にぎわいの創出及び挑戦で
きる街にしていくための検討が必要
である。
・本町商店街では、「ホントカ。」
も含め、駐車場の不足が課題となっ
ている。

・現在、開設準備が進められている
チャレンジショップと「ホント
カ。」との相乗効果でにぎわい創出
を図るとともに、挑戦できるまちづ
くりを進める。
・駐車場など各種課題解決のため
に、引き続き、課横断で検討を進め
る。
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4-1-2_優良宅地供給の推進【20】

4

1

2

【建設課】

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

・補助金交付決定数:１件５区画
（R7年度に繰り越し）

・R4年度に補助金交付要件の緩和と
補助対象経費の追加を行ったことに
より、小規模開発においても活用可
能な補助金となっている。
・良好な居住環境の提供が分譲後の
売行きにもつながっている。
・R7年度も本補助金の活用が見込ま
れている。

※参考
区画数累計:50区画（R3年度:25区
画、R4年度:3区画、R5年度:22区
画）
サンセット事業であり、適宜見直し
を行う予定である。

・引き続き、周知や丁寧な事前相談
を行い、補助制度の活用を促す。

基本目標 安全安心でにぎわいのある魅力的なまちをつくる シート№ 戦略P.

基本方針 にぎわいのまちの顔づくりと安全安心に暮らせる居住環境の整備
20 48

施策 優良宅地供給の推進

■ 事業目的（目指す姿）

・都市計画を推進し、街路や道路交通網の整備による魅力ある居住空間と商工業地を創出する。
・暮らしやすく低廉で優良な宅地供給を行い、定住を促進する。

■ 事業概要

□宅地開発支援事業（建設課）
　定住促進を図るため、優良宅地の開発整備に対する補助を行う。

■ 評価
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4-1-3_自然と調和し災害に強い河川の整備【21】

4

1

3

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

・茶郷川整備計画を記載した「信濃
川中流域圏域河川整備計画」が令和
７年３月、国により認可された。
・信濃川遊歩道環境整備事業につい
て、県や関係機関と進めてきた工事
が完了し、河川環境の向上に貢献し
た。

・茶郷川整備計画に基づいた事業の
進捗を図るため、より一層関係機関
や地元住民との連携が必要である。

・引き続き、県をはじめとする関係
機関や地元住民との連携を図る。

■ 事業目的（目指す姿）

・茶郷川の河川整備計画が早期に策定されるよう、県をはじめ関係機関と連携して取り組む。
・市が管理する河川は近年の集中豪雨で洪水被害が発生した箇所や通学路周辺を優先して整備を進める。

■ 事業概要

□茶郷川治水対策事業（建設課）
　茶郷川河川整備計画に基づいた事業の進捗を図るため、県をはじめ関係機関や地元住民との連携を図る。
□信濃川遊歩道環境整備事業（建設課）
　信濃川左岸遊歩道に景観形成を目的としたコンクリート製の花壇を設置。（令和６年度事業完了）

■ 評価

【建設課】

基本目標 安全安心でにぎわいのある魅力的なまちをつくる シート№ 戦略P.

基本方針 にぎわいのまちの顔づくりと安全安心に暮らせる居住環境の整備
21 48

施策 自然と調和し災害に強い河川の整備
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4-1-4_冬期間交通の確保【22】

4

1

4

基本目標 安全安心でにぎわいのある魅力的なまちをつくる シート№ 戦略P.

基本方針 にぎわいのまちの顔づくりと安全安心に暮らせる居住環境の整備
22 48

施策 冬期間交通の確保

■ 事業目的（目指す姿）

雪国小千谷で安心して暮らせるよう、消雪パイプの布設替（リフレッシュ）を推進し、冬期間交通を確保す
る。

■ 事業概要

□消雪パイプリフレッシュ事業（建設課）
　老朽化した消雪パイプの布設替えを行う。

■ 評価

【建設課】

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

宮ノ下1号線と稲場4号線の布設替え
を203.9ｍ実施した。

・施工後50年以上経過している施設
が多く、早急に更新が必要である。
・消雪パイプの老朽化に対して、事
業の実施が追い付いていない。

R7年度は本町山本線の消雪パイプリ
フレッシュ事業を実施し、以降は事
業計画により優先順位を付けて事業
を実施する。
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4-1-5_高齢化に適応した屋根雪処理等の推進【23】

4

1

5

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

□克雪すまいづくり支援事業
補助申請件数：21件
（融雪式２件、落雪式17件、耐雪式
２件）

□高齢者対応型投雪口整備事業
　16箇所調査
　16箇所設置

□克雪すまいづくり支援事業
暖冬小雪傾向にある昨今、屋根雪処
理に対する意識が低下してきてい
る。屋根雪下ろしの危険性につい
て、周知徹底を図る必要がある。

□高齢者対応型投雪口整備事業
　近年の極端な降雪状況に伴い設置
要望が多い

□克雪すまいづくり支援事業
克雪住宅化は家屋の雪下ろし時の危
険を回避できることから、今後も引
き続き、制度の周知を行うとともに
国県費を要求し、事業を推進する。

□高齢者対応型投雪口整備事業
　設置基準を基に対象世帯を洗い出
し、合わせて各町内会長からの要望
状況も考慮し事業を進めたい

■ 事業目的（目指す姿）

高齢化に適応した克雪住宅の建築や改修への支援、流雪溝投雪口の改良など、高齢者の除雪作業負担を軽減
し、高齢者が安心して暮らし続けられるまちづくりを推進する。

■ 事業概要

□克雪すまいづくり支援事業（建設課）
　融雪型、落雪型など、住宅屋根の整備に対する補助を行う。
□高齢者対応型投雪口整備事業（建設課）
　高齢者でも雪の搬入がしやすい観音開き型の流雪溝投雪口を設置する。

■ 評価

【建設課】

基本目標 安全安心でにぎわいのある魅力的なまちをつくる シート№ 戦略P.

基本方針 にぎわいのまちの顔づくりと安全安心に暮らせる居住環境の整備
23 49

施策 高齢化に適応した屋根雪処理等の推進
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4-2-1_地域公共交通体系の整備【24】

4

2

1

基本目標 安全安心でにぎわいのある魅力的なまちをつくる シート№ 戦略P.

基本方針 ひとにやさしい交通網の整備
24 49

施策 地域公共交通体系の整備

■ 事業目的（目指す姿）

既存の公共交通網の維持のほか、新たなデマンド型交通の導入やコミュニティバスの運行拡大など、地域の実
情を踏まえた取組を行うことで、誰にとっても使いやすい生活交通を確保する。

■ 事業概要

□公共交通対策事業（にぎわい交流課）
・地域公共交通計画に掲げる目標達成に向け、循環バスに代わる交通手段（AIオンデマンド交通）の導入や、
地域住民の公共交通を補う地域コミュニティバスの運行拡大の検討、小千谷駅のバリアフリー化などの各種事
業を展開する。

■ 評価

【にぎわい交流課】

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

新たに真人地区にコミュニティバス
を導入し、運行区域を拡大した。

高齢者の移動支援対策や、廃止が予
定されている循環バスの代替交通と
して、新たな交通手段（AIオンデマ
ンド交通）の導入が求められてい
る。

循環バスに代わる交通手段（AIオン
デマンド）の導入及び利用促進に取
り組む。
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4-3-1_窓口業務改革の推進【25】

4

3

1

基本目標 安全安心でにぎわいのある魅力的なまちをつくる シート№ 戦略P.

基本方針 行政サービスの利便性向上
25 49

施策 窓口業務改革の推進

■ 事業目的（目指す姿）

窓口のワンストップ化や行政手続のデジタル化など、市役所内におけるデジタル環境の整備を段階的に実施
し、住民の利便性の向上と窓口業務の効率化を図る。

■ 事業概要

□ワンストップ窓口整備事業（企画政策課）
住民が様々な行政手続を行う際に、複数の窓口を回ることなく、1つの窓口で手続きが完了する用に窓口体制
の整備を検討・実施する。
□RPA、AIの活用（企画政策課）
業務の効率化、コスト削減、住民サービスの向上を目的とし、RPA（ソフトウェアによる定型業務の自動化）
とAI（人工知能）の活用を推進する。
□オンライン申請の拡充（企画政策課）
住民の利便性向上、窓口の混雑緩和、行政事務の効率化、ペーパーレス化を目的として、行政手続き・申請の
オンライン化を拡充する。

■ 評価

【企画政策課】

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

・窓口支援システムを導入し、「書
かない窓口」を実現した。
・「手続きチェックシート」と「お
くやみハンドブック」を作成し、お
客様自身で必要な手続きを確認でき
るようにした。
・RPAを使って、窓口支援システム
と情報システム間の情報連携を可能
にした。これにより職員の処理時間
短縮と窓口対応の効率化を実現し
た。
・オンライン申請は、イベント申込
等への活用が進み、フォームは228
件増加したが、行政手続きの件数は
伸びなかった。

・窓口のワンストップ化の対象手続
きや実現体制について検討が必要で
ある。また、窓口支援システムと各
業務システム間の情報連携につい
て、標準化後を目標に連携方法等を
関係者と協議が必要である。
・RPAとAIの活用範囲が限定的であ
るため、業務効率化を進めるために
対象事務の洗い出しが必要である。
・行政手続きにおけるオンライン化
が進んでいないため、取組可能な手
続きの洗い出しが必要である。

・ワンストップ窓口の対象手続きに
ついて、関係者と協議し、実施体制
を含めて検討する。システム間デー
タ連携については、各システムの開
発ベンダと連携方式等の調整を進め
る。
・RPAとAIの活用推進のため、対象
事務の洗い出しと業務改善を実施す
る。
・オンライン申請について、対象手
続きの洗出しや業務フローの改善を
行う。
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4-4-1_小千谷ブランドの形成と観光誘客【26】

4

4

1

基本目標 安全安心でにぎわいのある魅力的なまちをつくる シート№ 戦略P.

基本方針 地域資源（特産品、史跡、風景、文化）の活用及び連携
26 49

施策 小千谷ブランドの形成と観光誘客

■ 事業目的（目指す姿）

■ 事業概要

■ 評価

【にぎわい交流課】

地域住民とともに地域資源をブランド化し、積極的に情報発信を行うことで、地域に誇りを持てる環境づくり
を推進するとともに、新たな経済活動の拡充による雇用を創出する。

□市の魚錦鯉世界アピール発信事業（農林課）
　国や県と連携し、錦鯉の販路拡大につながるPRを実施する。また、長岡市と連携し、『長岡・小千谷「錦鯉発祥の地」
活性推進協議会』において国内外へ発信する。
□世界農業遺産（GIAHS）認定活動事業（農林課）
　世界農業遺産（GIAHS）認定に向け、国内外を問わず錦鯉のPR活動を実施する。
□常盤橋プロジェクト【新しい地方経済・生活環境創生交付金】（農林課）
　東京・常盤橋地区に整備する錦鯉鑑賞池を核として、錦鯉のみならず地域の魅力や特産品などを国内外に発信する。
□錦鯉地域活性化事業（農林課）
　錦鯉を切り口として、農業・商業・観光などの活性化を図るため、錦鯉のデジタルコンテンツ化など、新たな魅力を構
築する。
□山本山景観形成事業・山本山魅力・景観向上事業（農林課）
　山本山景観形成事業として、花畑を造成し景観形成に努める。
□市民協働支援補助事業（にぎわい交流課）
　地域住民が地域資源を活用し、地域の魅力を高める事業に対して補助を行う。

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

・市民協働支援事業補助金につい
て、スタートアップに特化した支援
制度に改正した。
・地域活性化につながる事業につい
て、５件の活用があった。

市民、行政ともに市民協働の意識を
もちながら事業に取り組む必要があ
る。

市民協働支援事業補助金について、
多くの方に活用してもらい、さらな
る地域活性化につなげるため、積極
的に周知を行う。

【農林課】

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

・朱鷺メッセにおいて開催された
「クールジャパンEXPO in
NIIGATA」にて、錦鯉の展示を行っ
た。
・小千谷産農産物の周知発信や魅力
向上、地域活性に向けて、訪日外国
人が多く集まる「関東甲信地区総合
錦鯉品評会」（会場：東京都上野恩
賜公園）において、農業者による小
千谷産のお米や野菜のPR販売を行っ
た。
・山本山に菜の花（春季）やひまわ
り（夏季）を咲かせ、多くの方が山
を訪れた。

・錦鯉に対する海外需要が高まって
おり、関係団体との連携や情報共有
により効果的にPR活動を行う必要が
ある。
・日本農業遺産に認定されている
「雪の恵みを活かした稲作・養鯉シ
ステム」がR9年3月に10周年を迎え
ることから、『長岡・小千谷「錦鯉
発祥の地」活性推進協議会』におい
て記念事業の検討が必要である。

・国内外を問わずPR活動を行う機会
があれば、実施の検討をする。
・可能な範囲で錦鯉の展示や放流を
行う。
・SNSを活用して効果的に情報発信
を行う。
・日本農業遺産「雪の恵みを活かし
た稲作・養鯉システム」の記念事業
について長岡市と意見交換を行う。
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4-5-1_関係人口の創出・拡大【27】

4

5

1

【企画政策課】

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

・返礼品ページ改修、広告運用の見
直し等を実施した。
・件数、寄附受入額ともに過去最高
となり、小千谷産品のPRと販路拡大
につなげることができたが、目標額
は達成できなかった。

・米の在庫不足等により寄附機会損
失が生じ、目標としていた８億円に
は到達しなかった。
・米の在庫確保、米以外の返礼品の
ラインナップ充実、プロモーション
強化等、寄附拡大に向けて更なる取
組みが必要である。

・小千谷市農業活性化協議会等、生
産者や集荷業者と連携し、小千谷市
認証米を含めた米の在庫確保に取り
組む。
・行政改革の一環として、関係部署
と連携し返礼品の拡充等に取り組
む。
・公募型プロポーザルにより選定し
た中間事業者と連携し、在庫確保対
策や事務の効率化、プロモーション
の強化に取り組む。

R6年度の実施状況
（具体的な取組内容・成果）

現状分析（現状・課題等）
R7年度の進め方
（取組・改善策等）

ブラッシュアップ相談会（年２回開
催）における「おぢやファンクラブ
推奨品」への周知

・登録者数はR5年度と比較して844
人増加し、基準年度から連続して増
加している。
（R4年度:15,798人、R5年度:16,393
人、R6年度:17,237人）
・売り上げについては米不足の影響
により増加した。
（R4年度:18,680千円、R5年
度:17,445千円、R6年度:24,957千
円）

引き続き、販路拡大業務委託（販路
開拓）を首都圏エリアだけでなく他
エリアでも行い、広く知名度の上昇
や会員登録者数の増加を図る。ま
た、魅力ある商品づくりに対する補
助事業等（ブラッシュアップ相談
会、地場産品開発支援事業）を行
い、ファンクラブ推奨品に一層のプ
レミア感を持たせ、商品のマンネリ
化を改善する。

■ 事業目的（目指す姿）

本市出身者やおぢやファンクラブ会員、ふるさと納税寄附者など、様々な形で本市に関心を持つ関係人口の拡
大により新しいつながりとひとの流れを創り出す。

■ 事業概要

□関係人口拡大事業・ふるさと納税推進事業・寄附金拡大プロジェクト（商工振興課、企画政策課）
　本市出身者やおぢやファンクラブ登録者、ふるさと納税者などを関係人口として位置付け、地域の魅力や観
光、産品の情報を全国に発信する。

■ 評価

【商工振興課】

基本目標 安全安心でにぎわいのある魅力的なまちをつくる シート№ 戦略P.

基本方針 関係人口の創出・拡大による地域情報発信
27 49

施策 関係人口の創出・拡大
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